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別表第一に適合する電線は表 1 '又は製造者指定の電線を適用しなければならない。 

適否は、目視検査及び絶縁物を除去して堅い撚り線及び可撓導体の両端を整形した後 

の最大の導体の挿入により判定する。 

導体のむき出した端は、不当な力を加えずに、締付ユニットの穴に完全に入らなけれ 

ばならない。 

10.3.2 ねじ型端子は特別な前処理なしに導体を接続できなければならない。 

適否は、目視検査により判定する。 

注－ 「特別な前処理」という用語は導体のワイヤのはんだ付け、ケーブルラグの使用、アイレット 

の形成等々を含むが、巻締め型及び端子に差し込む前の導体の整形又は端を束ねるための可撓導

体のねじりは含まない。 

10.3.3 ねじ型端子は適切な機械的強度をもたなければならない。導体を締め付けるためのねじ

及びナットは ISO メートルねじ部又は同等のピッチのねじ部及び機械的強度をもたなけ

ればならない。 

適否は、目視検査により判定する。 

10.3.4 ねじ型端子は耐腐食性でなければならない。23.5 に適合する金属製のボディをもつ端 

子は本要求事項に適合しているとみなされる。 

鉄材製の端子については 26 の試験を適用する。 

10.3.5 ねじ型端子は、締付手段を締めたり、緩めたりを繰り返しでも端子が緩まず、内部導 

体に応力が加わらず、沿面距離及び空間距離が 24 に規定された数値以下に下がらないよ

うに固定しなければならない。 

適否は、23.1 の試験の後に目視検査により判定する。 

注 

１ 端子は２本のねじで固定すること、顕著な遊びがないように１本のねじでくぼみに固定すること、

又は他の適当な手段により緩まないようにすることができる。 

２ 他のロック手段のない封止用コンパウンドでの被覆は十分とはみなされない。ただし、自硬性樹

脂を使用して通常の使用でねじりがかからない端子をロックすることができる。 

10.3.6 ねじ型端子は不当に傷付けることなく導体を締め付ける設計でなければならない。 

適否は、下記の試験により判定する。 

まず表１又は表１'に示されている最小断面積の導体、次に最大断面積の導体を使用 

して、締付ユニットに適当な数の導体を取り付ける。 

表２に示されたトルクで締付ねじ又はナットを締める。 
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まず表１又は表１'に示されている最小断面積の導体、次に最大断面積の導体を使用 

して、端子に適当な数の導体を取り付ける。 

表２の該当列に示されたトルクの３分の２に等しいトルクで締付ねじ又はナットを締 

める。 

急激に力を加えることなく、各導体に表４に示された引張荷重を導体スペースの軸方

向に１分間かける。 

表４ － 引張荷重 

断面積  mm2 0.75 1.0(1.25) 1.5(2.0) 2.5 

引張加重 Ｎ 30 35 40 50 

 

注－ 10.3.6 及び 10.3.7 の試験については 

a)  ケーブルリールとは別の締付ユニットを試験することができる。 

b)  製造者が別の締付ユニットを提供することができる。 

締付装置が２本又は３本の導体用である場合には、各導体に連続して適切な引張荷重を

加える。 

この試験中に、端子内で導体が顕著に動いてはならない。 

10.3.8 ねじ型端子は、締付ねじ又はナットを締めている間に堅い単線導体及び撚り線又は可

撓導体の素線が抜け落ちない設計又は配置でなければならない。 

適否は、下記の試験により判定する。 

表１又は表１'に示された最大断面積をもつ適切な導体を端子に取り付ける。 

２本又は３本の導体をまとめて入れることを意図した端子は許容された数の導体を取り

付けて判定する。表１を適用する場合、端子には IEC 227 及び IEC 245 に従った導体を 

取り付ける。 

端子の締付装置に差し込む前に、堅い固体導体又は撚り線の素線をまっすぐにする。 

さらに、堅い撚り線は、ほぼ元の形状に戻る程度でねじることができ、可撓導体は長さ約 

２cm の一様なねじりの完全な巻きが一つあるように一方向にねじる。 

できれば締付ユニットの反対側から導体がちょうど突き出るまで、素線が最も抜け落ち

そうな位置に、導体を締付ユニットに差し込む。 

表２の該当列に示されたトルクの３分の２に等しいトルクで締付ねじを締める。 

可撓導体については、反対方向に前と同様にねじった新しい導体を使用して試験を繰

り返す。 

この試験の後、導体の素線が締付ユニットから抜け落ちてはならない。 

10.3.9 アース用端子の締付ねじ又はナットは偶然に緩まないように適切にロックされなけれ

ばならず、工具を使用せずに緩めることが可能であってはならない。 

適否は、手による試験により判定する。 

注－ IEC 999 に示された端子の設計は本要求事項に適合できるだけの弾力性を与えられる。 

 

11  可撓ケーブル及びその接続 

11.1  ケーブルリールには、表１を適用する場合、IEC 227 又は IEC 245 に適合した、オー

デイナリータフゴムシースコード（型式名称 245 IEC 53）又はライトビニルシースコー

ド（型式名称 227 IEC 52）よりも高いグレードの可撓ケーブルを付けなければならない。 

また、表１'を適用する場合は、別表第一に適合しなければならない。ただし、シー

ス付でなければならない。 
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11.1.1 ケーブルの最小サイズはケーブルリールに組み込まれているプラグ又は保護装置の最 

低定格に基づかなければならず、表１を適用する場合、特に下記の通りでなければなら 

ない。 

－ ６Ａ以下:0.75 mm2 以上 

－ 10Ａ:1.0 mm2 以上 

－ 16Ａ:1.5 mm2 以上 

－ 他のケーブルは補間されなければならない。 

表１'を適用する場合、内線規定による。 

11.1.2 可撓ケーブルはプラグ及びコンセントの極数と同数の導体を有していなければならない。

アース極がある場合、アース極はその数に関係なく１極とみなす。 

アース極に接続された導体は緑及び黄の色の組合せで識別しなければならない。 

11.1.3  可境ケーブルの最大長は表５に示された通りでなければならない。 

表５ － 可撓ケーブルの最大長 

可撓ケーブルの断面積 mm2 0.75 1.0(1.25) 1.5(2.0) 2.5 

長 さ        ｍ 30 35 40 50 

11.1.4 撚り線の端は、締付装置がはんだの低温流れにより接触が悪くなる危険を防止する設 

計でないかぎり、導体に接触圧力がかかる場所で軟質はんだでつけではならない。 

11.1 の要求事項に対する適否は、目視検査、測定及び可撓ケーブルが IEC 227 又は 

IEC245 又は別表第一に従っているかどうかの確認により判定する。 

11.2 ケーブルリールには、導体が端子に接続される場所で導体がねじりを含むひずみを除 

去し、導体の被覆が摩耗から保護されるようにケーブル止めを付けなければならない。 

  ケーブル止めは絶縁物製か又はケーブル止めの金属部に絶縁物の裏打ちを固定し、ケ

ーブル止めに締付ねじがあってそれらのねじが可触であるか又は可触金属部に電気的に

接続している場合には、可撓ケーブルがケーブル止めの締付ねじに触れないように設計

しなければならない。 

グランドはケーブル止めとして使用しではならない。 

可撓ケーブルに結び目を付けるか又は端をひもでしばるといった方法を使用してはなら

ない。 

本要求事項に対する適否は、目視検査により判定する。 

11.3 ケーブル交換型ケーブルリールの場合 

－ ひずみ除去及びねじれ防止をどのように行うか明確でなければならない。 

－ ケーブル止め又はその部分は、ケーブルリールと一体か又はケーブルリールのー 

部分に固定されていなければならない。 

－ ケーブル止めは、接続される各種の可撓ケーブルに適していなければならず、絶 

縁物の裏打ちがある場合にはそれが金属部にしっかりと固定されていなければなら 

ない。ケーブル止めの金属部はアース回路から絶縁されていなければならない。 

－  ケーブル止めは可撓ケーブルの交換が容易に行なえる設計及び配置でなければな 

らない。 

－ 可撓ケーブルを交換する時に操作しなければならない締付ねじがある場合にはそ 

れが他の部品を固定する役目をしていてはならない。 

適否は、目視検査及び 11.4 の試験により判定する。 

11.4 ケーブルリールのケーブル止めに対して引張荷重試験を実施後、トルク試験を行う。 
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ハンドル、ノブ、グリップ及びこれに類するものの温度上昇を測定する時には、通常 

の使用で握るすべての部分及び絶縁物製であれば熱い金属と接触した部分を考慮する。 

電気的絶縁物の温度上昇は、故障すると短絡したり、充電部と可触金属部の間が接触 

したり、沿面距離又は空間距離の 24 に規定された数値以下になるおそれのある場所で測

定する。 

完全巻取り状態のケーブルリールと伸張状態のケーブルリールについて試験を行う。 

ケーブルリールにはそれぞれ巻取り状態と伸張状態の表示に対応する定格電力を負荷す 

る。定常状態が確立されるまでケーブルリールを動作させる。 

試験電流は cosφ＝１－０．０５に対応する。 

 

表６ － 最大通常温度上昇 

部  分 
温度上昇 

Ｋ 

内外配線及び可撓ケーブルのゴム絶縁 ・・・・・・・・・ 

内外配線及び可撓ケーブルの塩化ビニル絶縁 ・・・・・・ 

付加絶縁として使用されるケーブルシース ・・・・・・・ 

内外配線及び可撓ケーブルのシリコンゴム絶縁 ・・・・・ 

劣化すると安全性に影響するおそれのあるガスケット又は他の 

部分に使用されるゴム： 

― 付加絶縁又は強化絶縁として使用される時 ・・・・ 

― 他の場合 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

ワイヤ以外の絶縁として使用される材料： 

― 下記製の成形品： 

・ セルロース充填剤入りフェノールフォルムアルデヒド 

・ ミネラル充填剤入りフェノールフォルムアルデヒド 

・ メラミンフォルムアルデヒド ・・・・・・・・・ 

・ ユリアフォルムアルデヒド ・・・・・・・・・・ 

― グラスファイバー強化ポリエステル ・・・・・・・ 

― シリコンゴム ・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

― ポリテトラフルオロエチレン ・・・・・・・・・・ 

― 当該製品が付加又は強化絶縁として使用される時の純雲 

母及び緊密焼結セラミック材 ・・・・・・・・・・ 

― 熱可塑性材 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

テストコーナーの支持物、壁、天井及び床 ・・・・・ 

スライド接点 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

通常の使用で手で触れるハンドル及び同種の部分： 

― 金属製 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

― 絶縁物製 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

外部導体のアース用端子を含む端子 ・・・・・・・・・・ 

ランプソケットＥ27： 

― 金属又はセラミック型 ・・・・・・・・・・・・・ 

― セラミック以外の絶縁型 ・・・・・・・・・・・・ 

ランプソケットＥ14、Ｂ15、Ｂ22： 

― 金属又はセラミック型 ・・・・・・・・・・・・・ 

― セラミック以外の絶縁型 ・・・・・・・・・・・・ 

― Ｔ表示付き ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

352) 

452) 

352) 

1452) 

 

 

40 

50 
1) 

 

85 

100 

75 

65 

110 

145 

265 

 

400 
1) 

60 

65 

 

40 

50 

60 

 

160 

120 

 

130 

90 

T-25 

l) 熱可塑性材料及び表に掲げるもの以外の材料であって、別表第四 1 (1)ロ(ハ)に適合するものは、

この表の最高温度限度を満たしているものと見なす。 
2) ケーブルの温度上限値は、IEC 227 又は IEC 245 に適合するケーブルに適用する。他の場合は、

別表第四 1 (1)ロ(ハ) に適合しなければならない。 

 

 

-  18  - 

０ 














































